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外
務
省
所
管
の
各
種
法
人
に
関
す
る
質
問
主
意
書

過
去
の
答
弁
書
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人

の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号
）
第
四
十
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
民
法
法
人
の
う
ち
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
一
日
現
在
、
外
務
省
が
所
管
し
て
い
る
法
人
の
数
は

二
百
十
四
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
右
と
「
政
府
答
弁
書
一
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
四
〇
号
）
及
び
「
政

府
答
弁
書
二
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
〇
一
号
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
、
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
、
外
務
省
は
社
団
法
人
国
際
交
流
サ
ー
ビ
ス
協
会
と
約
千
万
円
、

社
団
法
人
国
際
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会
と
約
千
万
円
の
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
事
業
契
約
を
結
ん
で
い
る
と
の
答
弁
が
な
さ

れ
て
い
る
。
先
の
質
問
主
意
書
で
、
右
二
法
人
と
の
事
業
契
約
は
ど
の
様
な
も
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書

一
」
で
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
七
月
三
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
〇
一
号
）
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
契
約

は
、
い
ず
れ
も
外
務
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
業
務
を
各
法
人
が
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
。
右
答
弁
に
あ
る
「
外
務
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
業
務
」
の
う
ち
、
右
の
二
法
人
が
行
っ
て
い
る
事
業
は
ど
の
様
な
も

の
で
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

一



二

「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
、
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
、
外
務
省
は
十
六
法
人
と
随
意
契
約
に
よ
る
事
業
契
約
を
結
ん
で

い
る
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
先
の
質
問
主
意
書
で
、
右
十
六
法
人
と
の
事
業
契
約
は
ど
の
様
な
も
の
か
と
問
う
た
と

こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
で
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
七
月
三
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
〇
一
号
）
二
に
つ
い

て
で
お
答
え
し
た
契
約
は
、
い
ず
れ
も
外
務
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
業
務
を
各
法
人
が
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
法
人
と
の
随
意
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と

の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
あ
る
「
外
務
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
業
務
」
の
う
ち
、
右
の
十
六
法
人
が
行
っ
て

い
る
事
業
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

三

二
の
答
弁
に
は
「
こ
れ
ら
法
人
と
の
随
意
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
外
務
省
と
し
て
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
挙
げ
て
い
る
十
六
法
人
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
然
る
べ
き

理
由
が
あ
り
、
随
意
契
約
の
締
結
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

四

「
政
府
答
弁
書
一
」
で
は
、
平
成
十
七
年
度
、
十
八
年
度
に
お
い
て
外
務
省
が
一
般
競
争
入
札
及
び
随
意
契
約
に
よ
り
事

業
契
約
を
結
ん
で
い
る
法
人
名
、
契
約
内
容
、
契
約
額
に
つ
い
て
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
七
月
三
日
内
閣
衆
質
一

七
一
第
六
〇
一
号
）
一
に
つ
い
て
及
び
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
調
査
に
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
た
め
、
現
時

二



点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
省
と
し
て
、
右
の
問
い
に
答
え
る
の
に
ど
れ

く
ら
い
の
期
間
を
要
す
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

五

四
の
期
間
を
過
ぎ
て
の
答
弁
の
提
出
に
応
じ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
、
平
成
十
七
年
度
、
十
八
年
度
に
お
い
て
外

務
省
が
一
般
競
争
入
札
及
び
随
意
契
約
に
よ
り
事
業
契
約
を
結
ん
で
い
る
法
人
名
、
契
約
内
容
、
契
約
額
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
再
度
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

三


